
皐

展

望

曾
上
座
悌
教
・
吐
曾
・
政
治

石

井

米

は
じ
め
に
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前
世
紀
以
来
、
も
つ
ば
ら
文
献
率
的
方
法
に
よ
っ
て
愛
展
し
て
き
た
、

パ
ー

リ
例
数
(
以
下
「
上
座
併
数
」
と
い
う
)
を
め
ぐ
る
世
界
の
研
究
朕
況
は
、
一
九

五
0
年
代
を
境
に
、
俸
統
的
な
イ
ン
ド
皐
・
傍
数
皐
と
は
異
な
っ
た
皐
問
的
背

景
を
も
っ
皐
者
の
、
上
座
併
数
研
究
へ
の
参
入
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
な
段
階
に

入
る
。
こ
う
し
た
研
究
動
向
の
繁
化
の
契
機
の
ひ
と
つ
は
、
第
二
次
大
戦
後
、

ス
リ
ラ
ン
カ
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
の
傍
数
文
化
圏
に
長
期
開
滞
在
し
、
と
り
わ

け
農
村
を
封
象
と
す
る
現
地
研
究
を
行
う
枇
倉
科四
年
者
の
敷
の
増
加
で
あ
る。

調
査
の
た
め
、
各
地
の
農
村
に
入
っ
た
人
類
皐
者
た
ち
は
、
調
査
の
過
程
に
お

い
て
、
農
民
生
活
に
占
め
る
、
例
教
の
祉
禽
的
・
文
化
的
重
要
性
に
注
目
し
、

農
村
に
お
け
る
例
教
信
仰
の
寅
態
報
告
と
な
ら
ん
で
、
寅
銭
併
数
の
分
析
方
法

を
め
ぐ
る
議
論
が
、
さ
か
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
三
年
、
シ

カ
ゴ
大
皐
に
お
い
て
、
併
数
文
化
闘
に
お
け
る
農
村
調
査
の
経
験
を
も

っ
人

類
筆
者
を
、
一
堂
に
禽
し
て
開
催
さ
れ
た
「
上
座
例
数
研
究
禽
議」

(
Z
gr

s
g〉
は
、
こ
う
し
た
皐
界
の
新
し
い
動
向
を
一示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
併
教
の
人
類
皐
的
研
究
と
ほ
ぼ
卒
行
し
て
、
戦
後
の
園
家
形
成

の
過
程
に
お
け
る
、
併
数
と
政
治
と
の
関
係
も
ま
た
、
宗
教
同
学
者
、
政
治
筆
者

雄

た
ち
の
関
心
を
あ
つ
め
た
。
と
り
わ
け
、
政
治
権
力
の
正
統
化
と
併
教
と
の
関

係
を
め
ぐ
る
研
究
に
は
、
や
が
て
、
人
類
昼
者
も
こ
れ
に
参
入
す
る
に
い
た

る
。
一
九
七
五
年
に
は
、
カ
ナ
ダ
南
ア
ジ
ア
研
究
協
曾
(
任
。
。
自
色
ぽ
ロ

〉
g
o
n
E
Z口
同
2
ω
o
z
p
〉
己
目

ω
Z内
出
何
回
〉
と
ア
メ
リ
カ
宗
教
皐
曾
(任。

〉
目
。
ユ

ng
〉

gpBM可
O
問

問

No--
岡山
O

回
)
の
共
催
に
よ
っ
て
、

「
宗
教
と
権
力

の
正
統
化
」
(
河
色
岡
山

g
g円
四
円
。
間
同
氏
自
主

g
a
F唱
。
。
を
共
通
テ
I
マ

と
す
る
、
ふ
た
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
戟
後
の
上
座
併
教
研
究
に
あ
ら
わ
れ
た
新
動
向
を
中

心
に
、
ス
リ
ラ
ン
ヵ
、
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
を
封
象
と
す
る
、
例
数
研
究
の
愛

化
の
展
望
を
目
的
と
す
る
。
紙
数
の
関
係
上、

原
則
と
し
て
、

著
書

(
一
部
、

未
公
刊
の
拳
位
論
文
を
含
む
)
に
限
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

併
数
と
枇
禽

-143ー

例
数
を
、
数
理
か
ら
で
は
な
く
、

民
衆
が
現
貧
に
受
容
し
、

寅
践
し
て
い
る

形
態
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
研
究
態
度
は
、
け
っ
し
て
新
し
い
も
の
で

は
な
い
。
前
世
紀
の
中
葉
、
タ
イ
に
滞
在
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
司
数
パ
レ
ゴ

ア

は
、
す
で
に
そ
の
著

『
シ
ャ
ム
王
閣
誌
』
〈
司
巳
-omoFHH∞
E
)
に
お
い
て
、

例
数
数
理
、
出
家
組
織
と
な
ら
ん
で

「
俗
信
」

(2
3
2
E
O口
)
の
章
を
も
う

け
、
民
衆
の
信
仰
形
態
に
言
及
し
て
い
る
。

今
世
紀
の
初
頭
、
セ
イ
ロ
ン
に
渡

っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
布
教
師
コ
プ
ル
ス
ト
ン
(
の
昌
広
三

g
s
g〉
も
ま
た
、
セ

イ
ロ

ン
に
お
け
る
、
在
家
傍
教
徒
の
信
仰
生
活
を
論
じ
た
。
タ
イ
傍
数
の
研
究

家
で
あ
る
英
図
の
外
交
官
ア
ラ
パ
ス
タ
!

(〉
F
r
a
g門
戸
∞
己
)
は
、

暗
闇時
、

タ
イ
民
衆
に
深
い
影
響
を
奥
え
て
い
た
通
俗
併
数
的
宇
宙
論

コ
二
界
経
』
に
注

目
し
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
初
期
の
研
究
は
、
営
時

の
併
教
研
究
の
主
流
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
の
職
業
的
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制
約
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
研
究
を
、
理
論
的
に
深
化
さ
せ
る
契
機
を
敏

い
て
い
た
。

俳
数
を
、
あ
る
べ
き
形
に
お
い
て
で
は
な
く
、
現
賓
の
枇
禽
的
存
在
と
し
て

考
察
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
一
九
五

0
年
代
初
頭
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
皐
の
宗

数
社
曾
皐
者
ス
レ

l
タ

1
3
E
2
5印
。

が
設
表
し
た
、
ピ
ル
マ
俳
数
に
お

け
る
つ
不
ハ
ン
」
観
念
の
研
究
の
な
か
に
、
す
で
に
そ
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
ピ
ル
マ
で
現
貧
に
行
わ
れ
て
い
る
併
数
が
、
研
究
の
針

象
に
す
え
ら
れ
て
い
た
。
ス
レ
l
タ

1
の
問
題
意
識
は
、
か
れ
の
影
響
を
受
け

て
、
ピ

ル
マ
で
例
数
倫
理
の
研
究
を
行
っ
た、

W
-
キ
ン
グ
(
百
ロ
同
巴
宮

|

巴
の
研
究
に
縫
承
さ
れ
た
。
キ
ン
グ
は
、
ま
ず
、
パ
l
リ
併
典
の
研
究
か
ら
導

き
出
さ
れ
る
併
教
と
、
か
れ
が
親
し
く
視
察
す
る
こ
と
の
で
き
た
、
ピ
ル
マ
民

衆
の
寅
践
す
る
併
数
と
の
聞
に
、
大
き
な
懸
隔
の
あ
る
黙
に
注
目
し
、
前
者
を

〈
文
献
的
輸
出
悌
数
〉

(-
5『曲ミ
ωE

04
0
2
∞CLιrFmB
)
と
呼
ん
で
、

こ

れ
を
民
衆
の
貧
践
す
る
現
貧
の
例
数
(
宮
司
三
号
、
叶

E
S
S
E
切広島内田
F
Z
B〉

か
ら
区
別
し
て
、

後
者
を、

濁
自
な
研
究
針
象
た
り
う
る
と
し
た

(穴
5
m

5
215
。
ち
な
み
に
、

〈
輸
出
併
数
〉
と
は
、
西
洋
近
代
語
に
よ
っ
て
、
欧

米
に
紹
介
さ
れ
た
併
教
の
意
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
、
リ
!
チ

(
F
g
n
v
s
g
)
が
、
宗
教
研
究
の
針
象
と
し
て
、

司
g
n
z
n白
-
Z
E
m
F
Oロ
と
同
ur--o臼
O司
r
r白
-
3ロ
柱
。
ロ
の
区
別
を
立
て
る
こ
と

を
主
張
し
た
の
は
、
「
寅
践
例
数
」
が
、
停
統
的
な
文
献
四
四
千
と
は
異
っ
た
濁
自

な
方
法
論
に
よ
っ
て
、
別
個
に
、
研
究
さ
れ
る
べ
き
封
象
で
あ
り
、
「
数
理
傍

数
」
と
は
異

っ
た
方
法
論
を
要
請
す
る
こ
と
を
、
明
確
に
指
摘
し
た
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
ス
レ
l
タ
l
、
キ
ン
グ
ら
、
宗
敬
皐
者
に
よ
っ
て
先
鞭
を

つ
け
ら
れ
た
ピ
ル
マ
現
代
俳
数
研
究
は
、
そ
の
後
、
ナ
ッ

シ
ュ
(
z
g
r
s
g〉

や
ス
パ
イ
ロ

3
1円。
H
3
3
な
ど
、

人
類
皐
者
に
よ
る
、
特
定
農
村
に
お
け

る
悌
教
を
封
象
と
し
た
、
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
の
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
さ
ら
に
理
論
的
に
精
微
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
ス
パ
イ
ロ
は
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
鐙
系
と
し
て
の
ピ
ル
マ
例
数
を
、

Z
F
r
s
-口
回
ロ
庄
一r
u
B
-
町内曲目
自
民
戸円

切
c
ι
ι
F
Z
B
-
〉旬。同『
O司
巳
円
切
口
ι
ι
72
自
・
開
M
O
Z江
口
切
ロ
ι
ι
r
-
M
B
と
い
う
、

四
つ
の
下
位
鐙
系
の
複
合
鐙
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
し
た
。

Z
F
F
Z巳
円
切
ロ
内
田
-

L
r
E
U
と
は
、
ネ
ハ
ン
へ
の
道
を
め
ざ
し
て
修
業
に
専
念
す
る
出
家
者
を
行
震

の
主
鐙
と
し
て
成
立
す
る
併
教
の
一

局
面
で
、
サ
ン
ガ
と
い
う
出
家
激
闘
を
中

核
と
し
て
成
立
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
陸
系
で
あ
る
。

町内
ω
B
E
R
H
n
回
亘
書
Z
E

は
、
民
衆
併
数
の
重
要
な
部
分
を
成
す
も
の
で
、
行
信
局
者
の
関
心
は
、
も
つ
ば

ら
功
徳
の
追
求
に
お
か
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
〉
吉
伸
『

OE--n
切口《
E
r
g
s

と
は
、
日
常
的
に
お
そ
い
か
か
る
災
い
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
呪
術
的
手
段
を
、

傍
数
の
な
か
に
求
め
よ
う
と
す
る
。

最
後
に
、

明白
2
0ユ
円
四
区
内
包
閉
じ
白
日

は
、

民
衆
の
い
だ
く

「千
年
王
図
論
的
」
救
済
願
望
を
中
心
と
し
て
成
立
す
る。

ピ

ル
マ
併
教
を
材
料
と
し
て
構
成
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
作
業
概
念
は
、
ピ
ル

マ
以

外
の
上
座
併
数
研
究
に
お
い
て
も
、
有
効
な
分
析
硯
貼
を
提
供
し
て
い
る。

な

お、

F
5
5己
n
F
E
E
S
の
中
心
に
位
置
す
る
民
衆
の

「業
」
観
念
に

つ
い
て
は
、
カ
イ
ズ
ら
に
よ
る
、

人
類
筆
者
の
論
文
集
(
穴

3
2
5∞
ω
)
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五

0
年
代
の
後
宇
に
は
、

ス
リ
ラ
ソ
カ
に
お
い
て
も
、

人
類
皐
者
、
社

舎
皐
者
に
よ
る
農
村
研
究
の
成
果
が
、
現
れ
始
め
て
い
た
。
社
曾
筆
者
ラ
イ
ア

ン

(
同
S
S
呂
町
∞
)
は
、
シ
ン
ハ
ラ
人
村
落
に
お
け
る
傍
数
と
ヒ
ン
ド
ゥ
l
数

の
、
質
践
レ
ベ
ル
に
お
け
る
共
存
状
況
に
つ
い
て
、
詳
細
な
記
述
を
行
っ
た。

「
〈
併
激
の
純
粋
型
〉
と
は
、
所
詮
、
哲
皐
者
の
抽
象
の
所
産
に
す
ぎ
な
い」

と
言
う
ラ
イ
ア
ン
の
問
題
意
識
は
、
リ
l
チ
の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

民
衆
の
宗
数
的
関
心
は
、
ピ
ル
マ
と
同
様
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
い
て
も
、
現

-144ー
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世
的
秩
序
に
お
け
る
幸
福
の
獲
得
に
お
か
れ
て
お
り
、
そ
の
手
段
は
功
徳
行

(
ス
パ
イ
ロ
の
い
わ
ゆ
る
同
曲
目

g
a
z
回

z
ι
ι
F
F白
日
)
で
あ
る
。
功
徳
行
と
並

ん
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
傍
敬
呪
術
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
呪
術
的

手
段
に
よ
っ
て
、
日
常
的
な
不
幸
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
民
衆
の
願
望
を
み
た

す
た
め
の
、
「
ピ
リ
ッ
ト
」
(
護
呪
経
典
〉
の
讃
請
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
他
の
上
座
併
数
圏
と
く
ら
べ
、
傍
数
と
ヒ
ン
ド
ク

i

激
的
要
素
の
共
存
が
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
現
象
が
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を

ひ
い
た
。
オ
l
ベ
イ
ェ
セ
ケ
レ

(oro『
2
0
r
2
0
忌
8
・
呂
町
由
)
は
、
こ
う

し
た
宗
数
複
合
の
内
部
に
、
ひ
と
つ
の
階
層
制
的
秩
序
を
見
出
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
民
衆
併
数
を
と
ら
え
る
統
一
的
視
黙
を
見
出
そ
う
と
し
た
。
エ
ヴ
ア
ー

ス
(
何
〈
雪
印

H
S
N
)
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
中
部
の
、
ラ
ン
カ

1
テ
ィ
ラ
カ
寺
院
に

お
け
る
現
地
調
査
を
通
じ
て
、
「
ヴ
ィ
ハ

l
レ
1
」
と
呼
ば
れ
る
傍
数
寺
院
、

お
よ
び
「
デ
!
ヴ
ァ

1
レ
l
」
と
呼
ば
れ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
の
紳
洞
を
中
核
と

し
て
、
周
迭
の
村
落
と
の
聞
に
形
成
さ
れ
る
、
宗
激
的
、
社
曾
的
、
経
済
的
関

係
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

最
近
の
研
究
と
し
て
は
、

コ
ロ
ン
ポ
と
キ
ャ

ン
デ
ィ

の
中
間
に
あ
る
シ
ン
ハ
ラ
人
村
落
で
、
賞
践
例
数
の
定
着
調
査
を
行
っ
た
サ
ウ

ス
ウ
ォ
ル
ド

Q
o
E
F司
o
E
H
8
3
の
研
究
が
あ
る
。
人
類
皐
者
、
な
い
し

祉
舎
筆
者
に
よ
る
、
こ
の
よ
う
な
農
村
レ
ベ
ル
で
の
悌
教
研
究
の
準
展
に
刺
激

さ
れ
て
、
パ

1
リ
皐
者
ゴ
ン
プ
リ
ッ
チ
(
。
。
ョ
『
ユ
n
y
H
S
H
)
は
、
自
ら
現
地

に
赴
き
、
宗
教
的
努
化
に
関
す
る
人
類
皐
的
調
査
を
行
っ
た
。

農
村
レ
ベ
ル
の
、
上
座
併
教
の
貧
態
研
究
の
歴
史
は
、
あ
る
意
味
で
、
タ
イ

が
も
っ
と
も
古
い
。
コ
l
ネ
ル
大
皐
の
シ
ャ
ー
プ
教
授
の
指
導
に
よ
っ
て
、

一
九
四
八
年
に
開
始
さ
れ
た
、
バ
ン
コ
ク
近
郊
農
村
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(の
O
『D
O
-
-

、
『
宮
即
日
自
門
戸

F
と

2
C
は
、
融
制
後
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
農
村
研
究

の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た
が
、
傍
教
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
研
究
成
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
そ
ノ
グ
ラ
フ
『
パ

l
ン

ク
ワ
ッ
ト
村
』
(
宍
同
三

B
g
s
g
)
は
、
全
編
の
な
か
ば
以
上
が
、
村
落
生
活

に
お
け
る
寺
院
の
機
能
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
キ
ン
グ
ス
ヒ
ル

は
、
同
様
の
村
落
傍
教
の
研
究
を
、
北
タ
イ
の

p
l
デ
ェ

l
ン
村
に
お
い
て
行

っ
た
(
百
ロ

mME--sg)。

タ
イ
傍
教
の
み
な
ら
ず
、
貧
践
宗
教
と
し
て
の
上
座
傍
数
研
究
の
理
論
的
水

準
を
、
一
一
挙
に
高
め
た
と
し
て
評
債
さ
れ
る
業
績
に
、
英
園
の
祉
曾
人
類
筆
者

タ
ン
パ
イ
ア
の
東
北
タ
イ
農
村
の
信
仰
形
態
の
研
究
(
吋
釦
目

r
z
r
H
3
3
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
東
北
の
一
小
村
に
お
け
る
タ
イ
・
ラ
オ
農
民
の
宗
教
生
活
を

併
数
儀
雄
、
「
ク
ワ
ン
」
(
魂
〉
儀
種
、
守
護
霊
儀
雄
、
悪
盤
調
伏
儀
雄
と
い

う
四
個
の
儀
雄
複
合
と
し
て
、
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
、
そ
の

後
の
併
数
研
究
に
、
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
輿
え
て
い
る
。
な
お
、
傍
数
儀
穫
に

つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
の
タ
l
ウ
ィ
l
ル
(
吋
均
唱
5
-
H由
吋
印
〉
に

よ
る
中
都
タ
イ
農
村
で
の
貧
態
調
査
に
も
と
づ
く
研
究
が
あ
り
、
ラ
オ
ス
に
つ

い
て
は
ザ
ゴ

l

Q
品
0
5吋N
)

の
研
究
が
あ
る
。

こ
う
し
た
農
村
の
併
敬
研
究
に
封
し
、
地
方
都
市
に
お
け
る
傍
数
数
圏
の
役

割
を
考
察
し
た
も
の
に
、
プ
ン
ナ

1
ク
(
∞
E
E
m
H
S
U
)
の
研
究
が
あ
る
。

こ
れ
は
中
部
タ
イ
の
古
都
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
寺
院
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に

基
く
研
究
で
、
小
都
市
に
お
け
る
寺
院
と
地
域
住
民
と
の
関
係
が
分
析
さ
れ
て

い
る
。
大
都
市
に
お
け
る
併
教
の
研
究
は
ま
だ
す
く
な
い
が
、
タ
ン
パ
イ
ア

(、

F
ar-岳
5
E〉
は
、
最
近
、
バ
ン
コ
ク
と
い
う

E
大
都
市
を
中
心
に
、

「
聖
人
信
仰
」
、
護
符
な
ど
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
い
た
封
象
に
焦
黙
を

あ
わ
せ
た
研
究
を
裂
表
し
た
。
な
お
タ
イ
に
お
け
る
「
聖
人
信
仰
」
(
匡
ユ

『
曲
ム
ロ
皆
同
四
三
5
)
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
チ
エ
〈
句
己
宮
内
『

]5吋
吋
〉
に

よ
る
、
全
園
的
な
聖
人
列
俸
の
研
究
が
あ
る
。
ベ
ル
チ

エ
の
研
究
は
、
英
米
系
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の
人
類
撃
者
に
よ
る
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
中
心
の
傍
数
人
類
準
的
研
究
と
は
や

や
お
も
む
き
を
異
に
し
、
文
献
研
究
と
聴
き
取
り
調
査
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。

同
じ
く
極
東
風
平
院
系
の
フ
ラ
ン
ス
人
拳
者
ガ
ポ
l
ド
〈
の
白

Z
z
p
巴
芯
)

は
、
タ
イ
お
よ
び
ラ
オ
ス
の
農
村
部
に
お
け
る
「
砂
併
塔
」
供
養
の
償
習
の
文

献
研
究
を
愛
表
し
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
な
か
で
、
ガ
ポ
l
ド
は
、
「
砂
傍

塔
」
供
養
の
際
用
い
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
内
容
を
、
初
め
て
あ
き
ら
か
に

し
た
。
こ
の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
人
皐
者
に
よ
る
、
カ
ン
ボ
ジ
ャ
に
お
け
る
民
衆
併

教
の
研
究
と
し
て
、
ジ
ト

l
(
Q
Z
2
5
3〉
の
「
結
界
」

儀
躍
の
研
究
、

ピ
ゾ
l
の
ク
メ
ー
ル
諸
経
典
の
研
究
(
∞
R
2
5吋
品
〉
な
ど
が
あ
る
。

セ
デ
ス

は
ア
ル
シ
ャ
ン
ポ
!
と
と
も
に
、
タ
イ
語
の
民
衆
併
数
聖
典
『
ト
ラ
イ
ブ
l
ム

(
一
二
界
経
)
』
の
全
謬
を
設
表
し
た
(
。
。
包
含
除
〉
『

n
z
z
g
c
z
S叶
ω
)。

こ
の
聖
典
は
レ
イ
ノ
ル
ズ
(
同

N
3ロ
O
E
M
S∞
N〉
の
業
績
と
と
も
に
、
前
近
代

に
お
け
る
タ
イ
の
民
衆
例
数
研
究
の
基
礎
的
資
料
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
現
代
上
座
併
教
の
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら
欧
米
系

皐
者
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、

最
近
、

前
困
惑
皐
博
士
と
そ
の
図

際
的
研
究
チ
l
ム
の
現
地
調
査
に
も
と
づ
く
、
ス
リ
ラ
ン
カ
現
代
例
数
の
研
究

(玄

S
E
巴
∞
由
〉
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
わ
が
園
の
現
代
傍
教
研
究
に
と
っ
て

特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
共
同
研
究
に
お
い
て
は
、
白
木
お
よ
び
ス

リ
ラ
ン
カ
の
九
名
の
研
究
者
が
、

数
率
、
数
回
組
織
、
数
園
史
、
儀
穂
、
村
落

生
活
と
の
関
係
、
民
開
信
仰
と
の
関
係
、
併
教
と
近
代
化
、
併
教
と
政
治
、
併

数
と
地
域
開
設
な
ど
を
柱
に
、
現
代
ス
リ
ラ
ン
カ
例
数
の
総
合
的
把
握
を
試
み

て
い
る
。

例
数
と
政
治

併
教
と
政
治
の
問
題
を
、
も
っ
と
も
包
括
的
に
論
じ
た
業
績
と
し
て
最
初
に

と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ベ
ッ
ヒ
ェ
ル
ト
の
大
筋

『
上
座
例
数
諸

園
に
お
け
る
併
敬、

園
家
な
ら
び
に
社
曾
』
全
三
巻

(FnZ
ユ
呂
田町

1
a
)

で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
組
論
お
よ
び
セ
イ
ロ
ン
傍
数
を
論
じ
た
第

一
巻
、
ピ
ル

て

カ

ン
ボ
ジ
ャ
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
傍
教
を
論
じ
た
第
二
巻
、
お
よ
び
、
長
短

あ
わ
せ
て
一
九
九
三
編
に
の
ぼ
る
上
座
悌
敬
に
関
す
る
論
考
を
収
録
し
た
注
寝

つ
き
文
献
目
録
、
統
計
資
料
な
ら
び
に
索
引
よ
り
な
る
第
三
巻
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
膨
大
な
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
つ
い
て
、
社
曾
的

・
歴
史
的

背
景
、
サ
ン
ガ
の
組
織
と
現
欲
、
サ
ソ
ガ
と
政
治
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
文
化
政

策
な
ど
を
中
心
に
問
題
が
整
理
さ
れ
、
康
範
な
文
献
を
駆
使
し
た
論
述
に
よ
っ

て
基
本
的
重
要
性
を
も
っ
文
献
で
あ
り
、
そ
の
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き

業
績
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
た
め
か
、
英
米
系
の
研
究
者
に
ほ
と

ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る。

上
座
傍
教
と
政
治
の
問
題
が
、

最
初
に
同
学
者
の
関
心
を
引
い
た
の
は
、
戦
後

の
濁
立
の
過
程
に
お
い
て
宗
数
問
題
が
、
政
治
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ

た
ピ
ル
マ
と
ス
リ
ラ
ン
カ
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

世
俗
図
家
か

併
数
図
家
か
を
め
ぐ
り
政
治
化
し
た
が
、
特
に
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
例
教
が
政
治

的
指
導
者
の
暗
殺
事
件
を
ひ
き
起
こ
す
ほ
ど
重
要
な
政
治
的
役
割
を
演
じ
た
。

D
・
ス
ミ
ス
は
、

ま
ず
ビ

ル
マ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
、
「
世
俗
園
家
」
を
「
傍

数
園
家
」
へ
と
繁
容
さ
せ
よ
う
と
し
た
ウ
・
ヌ
の
政
治
的
貧
験
が
、
失
敗
に
い

た
っ
た
経
綿
を
論
じ
た

(ω
ヨ
x
v
呂田町
)
。
ま
た
パ
ド
ニ
ス
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ

の
現
代
政
治
史
に
お
け
る
併
数
サ
ン
ガ
の
役
割
に
つ
い
て
、

政
治
拳
閏
な
分
析

を
行
っ
た

(EM包
ロ
広
H

ミ
由
)
。
ピ
ル
マ
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
は、

祉
曾
主
義
社
舎
の
建
設
と
い
う
、
ピ
ル
マ
の
指
導
者
が
か
か
げ
た
政
治
目
標

と
、
ピ
ル
マ
人
の
停
統
的
債
値
意
識
を
支
え
て
き
た
併
教
を
、
い
か
に
調
和
さ

せ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
サ
l
キ
シ
ア
ン
ス
〈

ω
R
E
a
E
N
忌
忽
〉
は
、
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ピ
ル
マ
祉
曾
主
義
革
命
達
成
の
過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
用

語
が
、
併
激
的
文
脈
で
再
解
圃
押
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
民
衆
に
受
容

さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果
、
切
口
ιι
主
制
寸
豆
曲
『

H
F
2
3
2
5
Z曲
目
と
で

も
呼
ぶ
べ
き
現
象
が
愛
生
し
た
事
貧
を
提
示
し
た
。
な
お
、
社
舎
主
義
と
傍
教

と
の
共
存
に
よ
る
、
傍
数
の
繁
容
に
つ
い
て
は
、
ラ
オ
ス
の
事
例
の
報
告
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
お
き
た
い
(
の

E
ロ
巴
巴
・
「
同
問
O
Z
H
∞
∞
N
〉。

以
上
の
研
究
の
お
お
〈
は
、
現
代
政
治
史
に
お
け
る
傍
数
の
役
割
を
論
じ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
理
論
よ
り
も
む
し
ろ
事
賓
の
提
示
と
そ
の
分
析
に
力
黙
を
お

く
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
政
治
権
力
の
正
統
性
と
併
教
と
の
関
係

を
、
い
か
に
理
論
化
す
る
か
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
、
政
治
皐
者
の
み
な
ら
ず
、

人
類
摩
者
、
歴
史
畢
者
な
ど
、
多
様
な
専
門
分
野
の
研
究
者
の
関
心
を
あ
つ
め

て
い
る
。
石
井
(
阿
佐

z
s
a
-
H
83
は
、
タ
イ
併
数
史
を
資
料
と
し
て
、

併
数
数
回
の
社
舎
的
・
政
治
的
機
能
を
分
析
し
た
。
さ
き
に
取
り
上
げ
た
ア
メ

リ
カ
の
人
類
畢
者
タ
ン
パ
イ
ア
は
3

東
北
タ
イ
の
宗
教
儀
腫
研
究
に
つ
づ
く、

か
れ
の
第
二
著
ハ
吋
ω
B
r
E
F
S吋
由
)
に
お
い
て
、
タ
イ
に
お
け
る
、
併
数
と

政
治
組
織
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
併
教
を

正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
ピ
ル
マ
の
停
統
的
園
家
に
お
け
る
園
王

権
力
と
傍
敬
と
の
関
係
を
論
じ
た
歴
史
撃
者
の
業
績
と
し
て
、
ア
ウ
ン

・
ト
ワ

イ
ン
ハ
〉
EM岡，、
H

，
F
3ロ
忌
∞
印
)
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

政
治
権
力
と
併
数
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

冒
頭
で
紛
れ
た
ふ
た
つ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
成
果
が
、

B
・
ス
ミ
ス
を
編
集
者
と
し
て
、
三
加
の
論
文
集
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
一
一一
加
の
う
ち
二
加
が
上
座
部
を
、
の
こ
り
の
一
加
は
、
イ
ン

ド
亜
大
陸
の
諸
宗
教
を
主
題
と
し
て
い
る
。
前
者
の
う
ち
の
一

m
m
Q
B
F
F

巴

at白
)
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
併
数
と
政
治
に
関
す
る
一
一
一
一
編
の
論
文
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
と
り
上
げ
ら
れ
た
時
代
は
、

古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
含
み
、
パ

l
リ
語
の
史
書
『
マ

ハ
l
ヴ
ア
ン
サ
』

の
政
治
思
想
か
ら
、
パ

ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ

首
相
の
政
治
思
想
に
お
け
る
傍
数
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
も
う

一
mm
の

(ωEEH
巴
吋
∞
i
r)
は
、
タ
イ
(
一

O
編
)
、
ラ
オ

ス
〈
二
編
)
、
ピ
ル
マ
〈
二
編
)

お
よ
び
理
論

(
一
編
)
で
、
全
鐙
は
二
部
に
分
け
ら
れ
、
第
一
部

「
正
統
化
の

力
皐
」
で
は
、
サ
ン
ガ
と
王
権
と
政
治
組
織
の
問
題
が
、
ま
た
第
二
部
の
「
正

統
化
の
諸
類
型
」
で
は、

儀
雄
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
の
問
題
が
、
そ
れ
ぞ
れ
論
じ

ら
れ
て
い
る。

一
九
六
三
年
、
「
サ
ン
ガ
統
治
法
」
が
改
正
さ
れ
、
開
設
政
策
の
進
展
に
と

も
な
っ
て
、
こ

れ
に
た
い
す
る
サ
ン
ガ
の
協
力
が
も
と
め
ら
れ
る
に
し
た
が

い
、
タ
イ
に
お
け
る
併
数
サ
ン
ガ
と
政
治
と
の
か
か
わ
り
が
、
正
負
の
雨
面
か

ら
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
僧
侶
が
停
統
的
に
も
つ
社
曾
的
威
信

を、

開
設
政
策
の
途
行
に
動
員
し
よ
う
と
す
る
タ
イ
政
府
の
方
針
が
、
人
類
纂

者
、
社
曾
皐
者
に
よ
っ
て
批
列
的
に
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、

『
タ
イ

に
お
け
る
図
家
開
設
と
併
数
』
と
題
す
る
マ
ル
ダ
l
の
論
考
(
冨

E
E
R
s
s

h
S
3
で、

こ
こ
で
は
、
僧
侶
の
威
信
を
利
用
し
て
、
園
の
開
設
政
策
の
浸

透
を
は
か
ろ
う
と
し
た
政
府
の
政
策
は
、
帰
国
侶
の
威
信
に
つ
い
て
の
、

過
大
な

評
僚
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
も
と
も
と
超
俗
性

を
重
要
な
資
質
と
す
る
上
座
併
数
の
信
を
、
開
設
計
賓
の
最
前
線
に
動
員
し
た

新
政
策
は
、

民
衆
の
俸
統
的
併
借
観
に
、
す
く
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

ソ
ン
プ
l
ン
〈

ωo目
r
gロ
忌
ミ
)
は
、
こ
の
よ
う
に
、
政
治
に
よ

っ
て
動
員

さ
れ
た
併
教
を
「
政
治
的
傍
数
」
と
名
付
け
、
開
設
計
蜜
へ
の
僧
侶
の
参
加
を
題

材
に
、
サ
ン
ガ
と
園
家
の
関
係
に
つ

い
て
の
理
論
的
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
開

設
計
置
に
協
力
す
る
た
め
に
立
案
さ
れ
た
サ
ン
ガ
側
の
計
査
に
は
、

「
タ
ン

マ

チ
ャ

l
リ
ッ
ク
(
法
の
巡
行
)
」
「
タ
ン
マ

ト
ゥ
l
ト
(
法
の
使
節
)
」

「
タ
ン

マ
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バ
ッ
タ
ナ
l
(法
に
よ
る
開
設
ど
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
「
タ
ン

マ
ト
p

l
ト」

の
内
容
と
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、

人
類
皐
者
ハ

l
モ
ン

(
E
RE
S

sa〉
の
研
究
が
あ
る。

タ
イ
園
で
は
、
一
九
七
三
年
に
濁
裁
政
治
に
反
到
し
た
厚
生
の
反
劉
運
動
の

成
功
を
契
機
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
民
主
化
の
時
代
」
が
到
来
し
た
。
し
か

し
、
一
九
七
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
勝
利
、
イ
ン
ド
シ

ナ
各
園
に
お
け
る
枇
曾
主
義
政
権
の
誕
生
を
背
景
と
し
て
、
一
九
七
六
年
、

「
反
革
命
」
が
夜
生
し
、
タ
イ
の
政
治
は
極
端
に
右
傾
化
し
た
。
こ
う
し
た
政

治
過
程
の
な
か
に
あ
っ
て
、
右
翼
の
イ
デ
オ
ロ

l
グ
と
な
っ

た
僧
侶
が
登
場
す

る
な
ど
、
併
数
は
一
部
で
、
急
激
に
政
治
色
を
強
め
た
。
ソ
ン
プ
l
ン
の
第
三

者

(
ω
o
E
Z
g
巴
巴
)
は
、
こ
う
し
た
政
治
情
勢
の
獲
化
に
封
臆
し
て
起
さ

れ
た
「
タ
イ

・サ

ン
ガ
の
政
治
的
活
動
」
に
政
治
準
的
分
析
を
加
え
た
発
作
で

あ
る
。
上
座
品
川
敬
固
に
は
、
古
く
か
ら
、
「
千
年
王
園
論
的
運
動
」
愛
生
の
可
能
性

が
、
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
た
。
右
に
の
べ
た
よ
う
な
、
一
九
七
三
年
以
降
の

タ
イ
の
あ
ら
た
な
政
治
情
勢
の
展
開
の
な
か
で
、
崎
博
統
社
舎
に
お
い
て
愛
生
し

た
反
陸
制
運
動
へ
の
関
心
が
、
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
。
ボ
ン
ベ
ン
、
ア
ッ
チ
ャ

ラ
l
ポ
ン

(2
5口
司

roロ
除
〉
zrω
『
防
司

roロ
巴
∞
品
)
ら
は
、

「
タ
イ
に
お
け

る
ミ
ク
ロ
信
仰
と
〈
ピ
1
プ
ン
〉
の
反
飢
」
と
題
す
る
論
文
集
を
編
纂
し
て
、

歴
史
上、

タ
イ
で
毅
生
し
た
、
例
数
的
千
年
王
園
論
的
反
僅
制
運
動
に
関
す
る

諸
論
文
を
タ
イ
語
に
翻
謬
刊
行
し
た
。

こ
の
よ
う
な
文
服
に
お
い
て
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ス
ク
ロ
パ
ネ

l
ク
の
行
っ
た
、
タ
イ
に
お
け
る
「
例
数
政
治
(
切
C
Z
E
2
2与
。
旬
。
-
E
r
)」

(ω
r
z
z
z
r
s吋
由
)
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
ス
ク
ロ
パ
ネ
l

p
は
、
併
敢

に
見
ら
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
な
か
に
、
鐙
制
第
草
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
内

包
さ
れ
て
い
る
黙
に
注
目
し
な
が
ら
も
、
植
民
地
支
配
を
経
過
し
な
か
っ
た
タ

イ
に
あ

っ
て
は
、
併
教
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
、

王
様
を
中
心
と
す
る
強
制
の
擁

護
機
能
を
果
た
し
繍
け
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
本
研
究
は
、

「
と
く
に
異
端
的

メ
シ

ア
ニ

ス
ム
を
中
心
に
L

と
い
う
副
題
が
つ

い
て
お
り
、
併
数
の
枠
組
内
-
部

で
組
織
さ
れ
た
千
年
玉
図
論
的
運
動
の
事
例
を
、
ピ
l
ブ
ン
か
ら
、
近
年
の

「
ミ
ク
ロ
黛
」
と
呼
ば
れ
る
政
無
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ

て
い
た
事
例
に
い
た
る
ま
で
詳
細
に
分
析
し
て
貴
重
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
上
座
傍
教
の
歴
史
は
、

『
マハ

l
ヴ
ア

ン
サ
』
『
デ

ィ
l
パ
ヴ

ア
ン
サ
』
『
チ
ュ

l
ラ
ヴ

ア
ン
サ
』
や
注
律
書
な
ど
、
主
と
し
て
、

パ
l
リ
語

文
献
を
史
料
と
し
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
(
た
と
え
ば
(
〉
去

E
Zヨ

忌
品
目
)
や

(
刃
向
予
三
曲

巴
印
由
)
な
ど
〉

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
以

外
の
パ

l
リ
語
併
数
史
史
料
の
研
究
、
翻
誇
が
出
版
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
タ
イ
の
研
究
者
と
共
同
で
行
な
わ
れ
、

従
来
の
研
究
の
紋

を
お
ぎ
な
っ
た
ジ

ャ
ヤ
ヴ
イ

ク
ラ
マ
の
『
ジ
ナ
カ
l
ラ
マ
l
リ
1

』
の
翻
誇

(
』

ω
百
三
円
r
g
g白

5
m∞
)
や
、
生
野
善
懸
の
『
サ
l
サ
ナ
ヴ
ア

ン
サ
』
の
研

究
・
翻
誇

G
E
5
5∞。
)
な
ど
の
業
績
が
そ
れ
で
、
い
ず
れ
も、

今
後
の
併

数
史
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
俸
統
的
例
数
史
史
料
に
、
碑
文
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
語
史
料

を
加
え
て
行
わ
れ
た
、
批
削
門
的
傍
数
史
研
究
の
出
現
を
、
戦
後
の
新
た
な
研
究

動
向
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ラ
イ
の
ピ

ル
マ
併
数
史
(
M
N

ミ

巴
品
目
)
は
、

著
者
が
戟
前
に
愛
表
し
た
ビ
ル
マ

の
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
併
数
」

の
研
究
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
の
出
設
黙
と
な
る
べ
き
業
績
で
あ
る
。
タ

ン
・ト

ゥ
ン
が
、
同
時
代
の
碑
文
史
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て
行
っ
た
パ
ガ
ン
併

数
の
研
究

(4，

r
g
、吋

E
H
S∞
〉
は
、

も
つ
ば
ら
、
後
代
の
ピ
ル
マ
語
史
料
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に
基
い
て
書
か
れ
だ
こ
れ
ま
で
の
パ
ガ
ン
例
数
史
に
、
鋭
い
批
判
門
を
加
え
た
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
王
朝
時
代
か
ら
植
民
地
期
を
経
て
、
載
後
の
濁

立
以
後
の
併
数
サ
ン
カ
と
園
家
と
の
関
係
を
論
じ
た
す
ぐ
れ
た
祉
曾
撃
的
研
究

と
し
て
、
メ
ン
デ
ル
ソ
ン
の
研
究
を
フ
ァ
l
ガ
ス
ン
が
編
集
し
て
出
版
し
た
研

究

書

(
玄

g
r
z
s
s
a
)
も
重
要
で
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
併
数
に
つ
い
て
は
、
パ

l
リ
語、

シ
ン
ハ
ラ
語
の
盟
富
な
文
献

を
利
用
し
て
、
中
世
初
期
ス
リ
ラ
ン
カ
の
例
数
寺
院
と
農
村
経
済
の
関
係
を
解

明
し
た
グ
ナ
ワ

ル
ダ
ナ
の
研
究
が
、

今
後
の
併
数
サ
ン
ガ
の
社
曾
経
済
史
的
研

究
に
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
を
提
供
と
し
た
も
の
と
し
て
、
高
く
評
領
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

『チ

ュ・
l

ラ
ヴ
ア
ン
サ
』
の
み
を
史
料
と
し
て
は
、
け

っ
し
て
う

か
が
う
こ
と
の
で
き
な
い
近
世
ス
リ
ラ
ン
カ
の
併
数
史
が
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
出
身
の
シ
ン
ハ
ラ
入
社
曾
事
者
マ
ラ
ル
ゴ

l
ダ
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る

(
玄
包
丘
四
o
E
S斗町
)
。
問
書
は
、
一
七
五

O
年
か
ら

一
九

O
O年
の

一
五

0

年
聞
を
劉
象
と
し
、
オ
ラ
ン
ダ
領
時
代
、

英
園
領
時
代
に
衰
微
し
た
傍
教
の
復

興
と
、
併
教
の
袋
容
を
論
じ
た
も
の
で
、
シ
ン
ハ
ラ
語
、
パ
l
リ
語
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
文
献
に
加
え
て
、
各
地
の
文
書
館
所
蔵
の
植
民
地
文
書
を
も
渉
磁

し
た
本
格
的
歴
史
研
究
で
あ
る
。

タ
イ
併
数
に
つ
い
て
の
歴
史
的
研
究
は
、
近
年
、

一
九
世
紀
を
中
心
に
、
よ

う
や
く
本
格
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
レ
イ
ノ
ル
ズ
の
一
九
世
紀
タ
イ

・
サ
ン

ガ
の

研
究
(
m
m
百
oE
ω
sa
〉
は
、
文
書
館
史
料
を
使
っ

た
-
初
め
て
の
併
数
史
研

究
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
現
代
に
お
け
る
併
数
の
政
治
的

・
枇
舎
的
意
義
に
つ

い
て
は、

H
-

ド

ュ
モ
リ
ン
ら
の
編
集
に
な
る
論
文
集

(U
E
S己
S
H由
吋
0
・
ロ
ロ
自
oz-E
除

玄

ω
Z
E
0
5
4
3
が
あ
る
。

同
書
は
、
す
べ
て
の
現
代
俳
数
を
包
括
的
に
と

り
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
、
上
座
例
数
に
つ
い
て
は
、
ス
リ
ラ
ン
ヵ
、
ピ
ル
マ
、

タ
ィ
、
ラ
オ
ス
、
ヵ
ン
ボ
ジ
ャ
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
が
、
英
語
版
で
は
、
最
近

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
上
座
併
教
の
動
き
に
も
燭
れ
て
お
り
、

得
る
と
こ

ろ
が
多
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
戦
後
の
上
座
傍
教
研
究
史
の
一
側
面
を
、
概
観
し
て
き
た
が
、

一
言

に
し
て
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
い
ず
れ
も
併
教
教
理
そ
れ
自
睡
で
は
な

く
、
併
教
と
い
う
宗
数
が
、
そ
れ
を
受
容
し
た
各
園
の
歴
史
の
な
か
に
お
い

て
、
社
合
国
や
政
治
と
、
と
り
結
ぶ
関
係
の
解
明
に
お
か
れ
て
い
る
。
併
数
の
こ

う
し
た
側
面
は
、
こ
れ
ま
で
、
停
統
的
な
傍
数
翠
者
の
関
心
の
外
に
お
か
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
戟
後
に
あ
ら
わ
れ
た
、

こ
の
よ
う
な
新
し
い
傍
敬
研
究

が
、
併
数
象
者
ベ
ヒ
ェ
ル
ト
や
，コ
ン
ブ
リ
ッ
チ
と
い
っ
た

一
部
の
例
外
を
別
に

す
れ
ば
、
も
っ
ぱ
ら
、
人
類
筆
者
、
社
禽
皐
者
、
政
治
朗
筆
者
の
手
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
き
た
と
い
う
の
も
、
自
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う。

し
か
し
、
い
か
に
民
衆
併
教
と
は

い
え、

そ
れ
は
、

数
理
併
数

(
リ

l

チ
の
い
わ
ゆ
る

目uz-08司
r
-
g
-
2
2
m
F
g〉
と
ま
っ
た
く
無
縁
の
存
在
で
は

あ
り
え
ま
い
。
ス
パ

イ
ロ
は
、
ビ

ル
マ
傍
数
を
、
パ
l
リ
傍
数
と
い
う

「
大
博

統
」
の

∞
5
B
2
0
三
2
g
-
Z内
山
内
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
、

ス
レ

l
タ
l

以
来
の
「
ふ
た
つ
の
併
数
」
は
、
爾
者
を
い
か
に
関
係
ε
つ
け
る
か
の
問
と
し

て
、
現
代
傍
教
を
研
究
す
る
者
に
、
つ
ね
に
理
論
的
反
省
を
要
求
し
つ
・つ
け
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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